
表1乙

症例4 62歳,女性.体重52kgl身長1.54cm.診断二腹部大動脈癌

臨床経過ニ13年前より. SLEにて加療恥現臥副腎皮質ホルモン1日5mgで炎症反応も
なく経過しているo 3年前.超音汲検査で腹部大動脈癌が発見されたが.外来で経過を観察

していた. 4過間前より,血小板が減少しはじめ.数日前よりタ-ル便に気づいた.表臥

WBC4,700JFLL. Hb9.1gノdL PltZ4,000ノルLとなり.下腿,前胸部に点状出血と紫斑を認め

たため入院となったo FDP40ルgJmL fjbrinogen92mgldLプロトロンビン時間17.2秒

く対照1 1秒Iであり.緊急胃内視鏡にて胃体部大轡側に活動性濃癌が発見され腹部大動脈癌
によるDICと診斬された.

.この時点でl血小板輸血はどのように行いますか.

lこFFPの輸注. DICの治療を行い.血小板輸血は行わない

2ニ血小板輸血を優先する

3こFFPの輸注DICの治療とともに血小板輸血も行う

4ニその他

回答 度数 パ-セン卜 累槙度数 累穂パ-セント
1

2

3

4

39 ZO 39
ー

20

2 1.03 41 21.03

1SO 76-92 191 97.95

4 乙05 195 100

l血小板輸血を行う場合,どの位のレベルを日標にしますかD

lこPltlOO,000ノルL以上を保つ

ZこPtt50,000IFLL以上を保つ

3ニP托30,0001FtL以上を保つ

4こPlt20,000JFLL以上を保つ

5こ.その他

回答 度数 パ-セント 累積度数 累積パ-セント
1

2

3

4

5

0 0

40 Z乙35

69 38.55

64 35.75

6 3.35

0 0

40 2乙35

109 60-89

173 96.65

179 100


